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原
製
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所
で
は
、国
指
定
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る
川
辺
仏
壇
の
７
つ
の
工
程
の
う
ち
、金
具

の
工
程
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
金
具
と
は
、仏
壇
の
扉
を
開
閉
す
る
た
め
の

蝶
番
や
、銅
板
な
ど
の
材
料
に
鏨
を
当
て
て
文

様
を
打
ち
出
し
た
り
、曲
げ
た
り
し
て
作
ら
れ

る
錺
金
具
と
呼
ば
れ
る
細
密
装
飾
部
品
の
こ

と
。川
辺
仏
壇
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
、そ
の
錺
に
使
わ
れ
る
技
術
を
応
用
し
て
制

作
し
ま
し
た
。

　
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
記
念
し
て
、柄
の

部
分
に
九
州
新
幹
線
つ
ば
め
号
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
ま
す
。

　一
般
的
な
フ
ォ
ー
ク
は
、柄
の
部
分
か
ら
先
ま

で
平
行
で
す
が
、こ
の
フ
ォ
ー
ク
は
、柄
の
部
分

を
ね
じって
、先
の
部
分
と
直
角
に
な
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、持
ち
や
す
く
、力
が
入
れ
や

す
く
な
る
の
で
、デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
柔
ら
か

い
物
を
切
っ
た
り
、刺
し
た
り
す
る
こ
と
が

簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
現
在
も
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
し
な
が
ら
、新
商

品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
、用

と
美
を
兼
ね
備
え
た
商
品
開
発
を
し
て
い
こ
う

と
頑
張
って
い
ま
す
。
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動
推
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で
す

県産品愛用運動推進月間について

鹿児島県の伝統的工芸品のお求めは

　県では、県産品の良さを広く紹介し、愛用していただけるよう、県産品の品質向上や、
本県地場産業の振興を図るための「県産品愛用運動推進協議会」を設置し、県産品の普
及や需要拡大等の活動を行っています。
　協議会では、１１月を「県産品愛用運動推進月間」に設定し、この運動への理解を深め
ていただくとともに、より一層の普及定着を図るための活動を行っています。

　
県
で
は
、県
産
品
の
良
さ
を
広
く
紹
介
し
、愛
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、県
産
品
の
品
質
向
上
等

や
、本
県
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の「
県
産
品
愛
用
運
動
推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、県
産
品

の
普
及
や
需
要
拡
大
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、１
１
月
を「
県
産
品
愛
用
運
動
推
進
月
間
」に
設
定
し
、こ
の
運
動
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、よ
り一層
の
普
及
定
着
を
図
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鹿児島県が誇る伝統的工芸品
　南北およそ６００キロメートルに及ぶ広大な県土を持つ鹿児島県は、薩摩半島と大隅半島の２つ
の半島や多くの離島を有する多様な自然環境の中で、個性ある歴史や文化が育まれています。
　このように豊かな自然に恵まれた鹿児島県では、各地域で多くの匠によって守り育てられた「伝
統的工芸品」が現在まで受け継がれています。
　日常生活のシーンの中で用いられる代表的な伝統的工芸品を紹介します。

金具の製作は、ほとんど手作業で行われており、とても細
かい作業です。

九州新幹線のデザインが、引き立ちます。細い柄の部
分につばめ号を精密に描くことは、川辺仏壇の細やか
な技術を用いても大変難しい作業です。
※ 写真は５本セット 税込 8,400円

「金具の優れた技術を伝承するためにも若手技術者の育成に一層力を
入れていきたいですね」と話す木原純信取締役会長。

鹿児島市内の工場には展示館も併設。フォーク以外にも
茶筒や箸置き、小皿などのテーブルウェアに加え、ラン
プシェードやアクセサリーなどが展示されています。

（有）木原製作所（鹿児島工場）
　　　薩摩彫金展示館キューアート
  　 〒891-0132 鹿児島市七ツ島1-4-6
　　電話 099（261）3396

　県内で製造されている工芸品のうち、以下の条件を満たし、知事が指
定したものが「鹿児島県指定伝統的工芸品」です。鹿児島県では、薩摩
切子や薩摩錫器、屋久杉製工芸品など３５品目を伝統的工芸品に指定
し、振興を図っています。（平成２３年４月１日現在）

● 県内で製造されているものであること
● 主として日常生活で使用されるものであること
● その製造工程の主要部分が手工業的であること
● 主要な部分が伝統的な技術または技法により製造されるものであること
● 伝統的に使用されてきた原材料が
 　主たる原材料として用いられ、製造されるものであること
● おおむね３０年以上の歴史を有するものであること
● 品質の優れたものであること

「県産品愛用運動推進協議会」の会員企業うち、見学ができる県産品工場を県ホームページで紹介していますので、ぜひ、ご覧ください

県ホームページ　　ホーム＞産業・労働＞観光・特産品＞特産品の購入・工場見学県庁かごしまPR課 ☎099（286）3050

鹿児島県指定伝統的工芸品とは？

薩摩つげ櫛

竹製品

種子包丁

薩摩切子

屋久杉製工芸品（挽物）

薩摩深水刃物

種子鋏

※

７
つ
の
工
程
：
木
地
、彫
刻
、宮
殿
、金
具
、蒔
絵
、塗
り
、仕
上
げ

こ
の
製
品
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

川
辺
仏
壇
の
伝
統
技
術
を

使
っ
て
い
る
ん
で
す
ね

　
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た「
薩
摩
彫
金
フ
ォ
ー
ク『
み
な
み
か

ら
』」は
、川
辺
仏
壇
の
製
造
に
用
い
ら
れ
る
技
術
を
使
っ
た
逸
品
で
、昨
年
開
催
さ
れ
た

鹿
児
島
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
工
芸
品
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
伝
統
の
技
術
と
機
能
性
に
こ
だ
わ
っ
て
製
作
し
た
と
い
う
有
限
会
社
木
原
製
作
所
鹿

児
島
工
場（
鹿
児
島
市
）の
木
原
純
信
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

き
　
は
ら
　す
み  

の
ぶ

ち
ょ
う
つ
が
い

た
が
ね

も
ん 

か
ざ
り

はさみ

ふかみず

すず  き

ひきもの

鹿児島ブランドショップ
ホームページ  http://www．k-p-a.jp
社団法人　鹿児島県特産品協会

■ 鹿児島ブランドショップ東京店
　 〒100-0006
　 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル
　 かごしま遊楽館３階
　 ☎ 03(3506)9171

■ 鹿児島ブランドショップ
　 〒892-0821
　 鹿児島市名山町9-1
　 鹿児島県産業会館１階
　 ☎ 099(225)6120

薩摩錫器
すず  き

薩摩彫金フォーク「みなみから」

お問い合わせ先

※

よ
う
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